
第1回田尻町総合計画審議会意見の整理

No. 意見 項目 対応 委員

1
　田尻町としては、皆さんに住んでもらうために選択してもらえ
る町に、どう展開していけるかが非常に課題だ。

将来像
まちの将来像・まち
づくりの基本方針に
反映

増田会長

20

　田尻に住まうことを次の世代にどう教えていくのか。高校や
大学で出て行くことがあったとしても、戻ってきたくなるような
近居で安心して子育てができるような環境をどう作っていくか
が、まず一番に描く将来のイメージだ。

将来像
まちの将来像・まち
づくりの基本方針に
反映

佐久間委員

23

　国際的な受け入れもそうだが、関空から入ってくる地の利の
良さで、むしろ次の担い手になってくれる人をどう受けとめて
いくかを、入ってくる人を田尻の方で選んでいく、こういう人に
来てほしいという形で絵を描いて訴えていけばいい。田尻らし
い良さを次の世代に渡していく、いい田舎の雰囲気を大事に
して、それで世代が順番に渡っていくようなイメージで総合計
画の議論ができたらいい。

将来像
まちの将来像・まち
づくりの基本方針に
反映

佐久間委員

30

　もっと住んで楽しいまち、魅力的なまち。田尻町の持ってい
る良さをどう反映させて盛り込んでいくか。人口が減るというこ
とは一人あたりの土地面積が増える。ある意味で豊かさが獲
得できていく。人口減少をプラス側にどう受け止めるかの展開
をどこかで考えないといけない。低密度化する、人が少なくな
ることで、ゆとりある空間を生み出す可能性がある。田園居住
や全町公園的まちづくりの可能性が生み出される。賑わいで
来訪者が増えて、儲かるではなく、豊かさをどうつくって、それ
を魅力づくりにどうつなげていくか。

将来像
まちの将来像・まち
づくりの基本方針に
反映

増田会長

24
　田尻町をちょっといいお家にしたい。駅前通りと本町前通り
だけでも電柱を地中化して街路樹を植えて、町全体が緑の多
い公園のようなまちになってほしい。

道路整
備・将来
像

まちの将来像・まち
づくりの基本方針に
反映

伊藤副会長

19

　人口減少に向かっていくのかが一番に来ているのは妥当な
提案だ。田尻も今は上昇傾向だが、おのずと右肩下がりに
なっていく。右肩下がりの時の目標として、世代の再生産、人
口のバトンが渡っていくような仕組みづくりができれば、人が
少なくなってもまちが持続していく。次の世代、次の世代に
渡っていく安心感が持てる。そういう仕組みをどう作っていくか
を根底に考えるべきことだ。そういう点で、最初の「すべてのラ
イフステージの住民が住みやすい」ことと均衡のとれた人口構
成の維持は妥当な提案だ。

人口減少
まちの将来像・まち
づくりの基本方針に
反映

佐久間委員

25
　岡山の北部の奈義町という町は出生率が2.8で全国一だと
新聞で見た。町の方で真剣に奈義町が出生率2.8の原因を
探ってほしい。

人口減少 伊藤副会長

2

　古い市街地はいっぱいで住宅を建てる余地がない感じだ
が、山側の市街化調整区域は農地のスペースがたくさんある
ので、将来的にはそこを宅地開発という考えがあったらいいと
思う。

土地利用
土地利用構想の内
容

伊藤副会長

3

　交流ゾーンといわれた所の賑わいづくりについては、当初掲
げたようには進んでいない。ただある意味、広場整備やホテ
ル建設等が進み、ある一定の方向性は見えてきたと言っても
よいかもしれない。

土地利用
土地利用構想の内
容

増田会長

【資料２】



21

　市街化調整区域については、原則は資産・資源だ。農地は
農地として、きちんと次の世代に渡っていくような仕組みを考
えることが大前提だ。田尻は、ある程度の都会の便利さもあ
り、旧村の古い街並みがあり、後背の山側に農地を抱えて、
農地が広がっている風景は、外側の人間から見ればいい風
景で田尻の資産だ。基本はそれを残していくことと、農的暮ら
しをしたい人たちに選んでもらえるような、ただ普通の宅地開
発で切り売りしていくことではなく、農的暮らしを受け止められ
る新しい開発の絵があれば、調整区域をいじることもあるかと
思う。

土地利用
土地利用構想の内
容

佐久間委員

12

　高齢化の問題は農業者の一番切羽詰まった問題だ。田尻
町の農家の平均年齢は72歳くらい、農作物を出荷して生計を
立てている農家が30軒くらいしかない。この2年間で１ヘクター
ルに近い面積が遊休農地化した。

農業
土地利用構想・基
本計画の内容

〆野委員

13

　田尻町の農地、田んぼは防災施設として、洪水を防ぐ機能
をどう維持するか。町内には池が2カ所あり、池の維持管理は
非常に大事だ。行政も住民も、単に農業を産業というのでは
なく、地域防災の観点からも取り組んでもらいたい。

農業
土地利用構想・基
本計画の内容

〆野委員

14
　これから学校の教育現場でも農地の防災機能を教えてほし
い。

農業 基本計画の内容 〆野委員

15

　田尻町の農地は小さく大型機が入れられない。何軒かは農
業を継いでくれる後継者ができた農家もあるが、ほとんどが農
家ではなくなってきている。それを乗り越えるのはなかなか難
しい問題だ。

農業
土地利用構想・基
本計画の内容

〆野委員

7

　見守り隊で人が立って安全を確保するのも大事だが、駅前
の商店街など道が狭い所への横断歩道の設置など、町として
通学路を、子どもたちをハード面で守っていけるような仕組み
づくりを取り入れてほしい。

安全安
心・道路
整備

基本計画の内容 横上委員

8
　避難地の駅上グラウンドは津波が来た場合に助からないの
ではないか。津波や地震を想定した避難地に関しては、今後
考えていく必要があるのではないか。

安全安心
（防災）

基本計画の内容 横上委員

9
　ハザードマップのきちんとした予測値の広報が行き届いてい
ないと、不安だけをかき立ててしまう。情報提供の適切さが大
事だ。

安全安心
（防災）

基本計画の内容 増田会長

29

　災害に対しては情報がきちんとあれば改善できる。8000人
の人口でほとんどが顔見知りという中では、防犯力も高いは
ずだが、安全安心は本当に2番目なのか。安心に関しては非
常に強さを持った町で、小中学校が1つしかなく、子どもは皆
が顔見知りという中での安心感を売りにできないか。

安全安心
田尻町の課題の記
述に反映

増田会長

4
　婦人会もやはり高齢化し、若い方が入って来れるような婦人
会にしたいが、どのようにしたらいいのか考えている。

地域コ
ミュニティ

田尻町の課題の記
述に反映

的場委員

5
　年々入ってくる人が少なく、人数が少ないと何もできなくなっ
てくる。どうやったら人が増えるのかわからないが、昔からあ
る青年団なので、できればなくしたくない。

地域コ
ミュニティ

田尻町の課題の記
述に反映

十亀委員

16

　田尻町は本当にコンパクトで、いろいろな団体の顔ぶれは
皆同じで、そのまま高齢化している。この辺で再編成を考える
べきでは。高齢化して若者にも入ってもらいたいので、任意団
体を一度見なおして話し合っていく方がいい

地域コ
ミュニティ

田尻町の課題の記
述に反映

片岡委員



26

　地区会の活動、増加は期待できない。今はプライバシーが
声高に叫ばれ、皆さんそれぞれの心の壁が高くなってきてい
る。若い世代は隣近所のディープな付き合いがうっとおしいと
思うことが背景にあるのではと思う。

地域コ
ミュニティ

田尻町の課題の記
述に反映

伊藤副会長

27

　各地域で活動されている方々をどう次に引き継いでいくの
か。リタイア層が支えるコミュニティはかなりしんどいところが
出てきている。会に入ると役割を与えられて、その役割を自分
が果たせない、時間がないということが非常にネックになって
いる。単純に協働だけでいけるかというとそうではないところ
が出ている。自治会とか各種の地域活動をある意味アウト
ソーシングして事務的機能を支えるようなコミュニティビジネス
のような考え方も考えないといけない時期に来ている。

地域コ
ミュニティ

田尻町の課題の記
述に反映

増田会長

6

　英語に力を入れているがレベルがあまりにも高すぎて、でき
る子とできない子の差があまりにもできすぎて、できる子はそ
れでもいいが、できない子は差が開いて、余計に英語が嫌い
になってしまう。受け皿のことを考えてもらいたい。

教育 基本計画の内容 横上委員

10

　今年度から入管法が変ったことによって、英語が話せない
外国人の定住が実際に始まっている。田尻町に定住が進むと
いうことも考えられる。そうすると日本語が理解できない子ど
もたちの日本語教育をどうするのかが気になる。

国際化・
教育

田尻町の課題の記
述に反映

稲本委員

11
　入管法が変り、就労者としての外国人が入ってくる可能性が
あり、そこでの共生のありかたが課題になるかもしれない。

国際化
田尻町の課題の記
述に反映

増田会長

17

　実態があるのは皆さんが暮らす町にあると考えた時に、関
空側とのギャップを感じた。空港を24時間稼働させるために外
国人に労働力を頼ることがでてくる。、町としては就労外国人
をどう認識しているのか。日本語教育は国語教育と全く違う。
外国語教育としての日本語の教育に関する施策は何かでき
ているのか。

国際化・
教育

田尻町の課題の記
述に反映

稲本委員

18
　関空が持っているインパクトをどうやって活かすのかを、どこ
かできちんと考えておかないといけない。

国際化
田尻町の課題の記
述に反映

増田会長

22
　国際化の話も、インバウンドが来てお金が落ちる、労働力の
話もあったが、田尻の場合は、私の思いとしては、無理してそ
こを頑張らなくてもいいのではと思う。

国際化
田尻町の課題の記
述に反映

佐久間委員

28
　「世界と交流するまちづくり」で、関空があることのインパクト
をどう受け止め、どう考えていくかが課題になる。

国際化
まちの将来像・まち
づくりの基本方針に
反映

増田会長


